
対象公演の優良席（１口につき１枚）をご提供します。

調布国際音楽祭２０２３
ご支援のお願いOne Melody for All

対象公演：調布国際音楽祭2023の有料公演　※一部対象外の公演があります

調布のまちを国際色豊かな音楽で彩る調布国際音楽祭。「次世代への継承」を理念の一つとして
掲げる当音楽祭では、「ジュニア招待」と「国際交流」の二つのプログラムのご支援を募集します。
ご支援いただいた方には発売前の公演チケットをご提供します。

主催 /公益財団法人調布市文化・コミュニティ振興財団、調布市

©K.Miura

 2月14日 | 火 | ▶ 3月30日 | 木 |募集期間

寄附額

支払方法

購入方法

１口10,000円（非課税）＋公演チケット代（税込）

各種クレジット決済、銀行振込、窓口支払い

調布国際音楽祭寄附

※ご入金の確認後、チケットと税制控除の証明書を郵送します
※座席の指定は承れません。詳細はＷＥＢサイトをご確認ください
※チケットは4月上旬に発送予定です

対象公演の優良席6枚（1公演につき2枚まで）をご提供します。

寄附額

支払方法

購入方法

100,000円（税込）

銀行振込、郵便振替

調布国際音楽祭
スポンサーシート申込ページ

スポンサーシート（税制上の優遇措置の対象外）寄附付きチケット（税制上の優遇措置の対象）



注意事項
・法人での申込も可能です。
・申込時に「ジュニア招待」、「国際交流」のどちらか支援金の使用用途をご指定ください。
・お名前をＷＥＢサイト、広報紙等及び報告書に掲載します。お名前の公表を希望されない方は、申込時に名前の非公表をご選択ください。
・音楽祭終了後、報告書をお送りします。

調布国際音楽祭2023
～One Melody for All～

今年も多くの素晴らしいアーティストが調布に集います。11年目のシーズンのテーマは 
“One Melody for All”。一つのメロディが、それぞれの状態に応じて違った働きをする心の
特効薬、それが音楽です。しかしその感動は、言葉で表現された途端、もとの感動から変容
して伝わっていきますから、他人の感想や評論を読んでも直ちに自分の感動にはなりませ
ん。ですから、是非みずから生の音楽を味わってください。そこでわずかでも心が動いたと
したら、それがいかに言葉に置き換えづらいものであったとしても、間違いなく自分固有の
感動です。自分だけがわかる感動を、みんなが味わう場所、それが調布国際音楽祭です。
そして、この音楽祭を一緒に作り上げる皆さまを募集します。ご支援のほど、よろしくお願
い申し上げます。

2023年 6月24日 | 土 | 
      7月2日 | 日 |

【問合せ】芸術振興事業課（グリーンホール）042-481-7611

▶

主催 /公益財団法人調布市文化・コミュニティ振興財団、調布市　
協力 / 桐朋学園大学　制作協力 / 公益財団法人ジェスク音楽文化振興会　
エグゼクティブ・プロデューサー / 鈴木優人　アソシエイト・プロデューサー / 森下 唯　監修 / 鈴木雅明　
コミュニケーション・アドバイザー / 平野敬子　マネジメント / 有限会社バッハ・コレギウム・ジャパン

   ｜@cmf_pr
｜chofumusicfestival
｜@cimf_media

調布国際音楽祭公式
ＷＥＢサイト

エグゼクティブ・プロデューサー　鈴木優人

■ジュニア招待
本音楽祭では、2022年から寄付金を活用して子どもたちに豊かな
音楽体験を提供する取組を進めています。昨年は、約70人がオー
ケストラ公演を鑑賞しました。今年も、次世代への音楽の継承を目
的に、フェスティバル・オーケストラ公演に、調布市内の小中学生
を招待します。寄附金は、公演鑑賞にかかわる費用に充当します。
子どもたちにとって、地域社会に支えられている実感を持ち、自ら
の意志で本物の芸術を体感できるかけがえのない機会となります。

音が体に響いたり、感じたりして気持ちの変化が大きかった。
生のオーケストラは、とても迫力があって良かったです。

子どもが本格的な音楽に触れる
素敵な機会になりました。

■国際交流
本音楽祭では、次世代の音楽家育成のためにフェスティバル・オーケ
ストラを編成しています。このオーケストラでは、国内外の著名なソ
リスト及びオーケストラ奏者を首席奏者として招聘し、団員の指導に
当たるとともに、当音楽祭の音楽監修を務める鈴木雅明が自ら指揮
します。さらにアジア圏に交流を広げる取組として、シンガポールの
ヨン・シゥ・トウ音楽院の協力により留学生を招待し、このオーケス
トラに参加して頂いています。今回は、この留学生の渡航費及び滞
在費のための寄附を募集します。クラシック音楽の若手音楽家には、
国際的な視野を持って演奏活動することが求められており、参加者、
留学生双方にとって貴重な体験となるプログラムです。

プロの方や音大生の方 と々共演で
き、演奏面でたくさんの学びを得
られたのはもちろん、海外の方とも
交流できてとても楽しかったです。

コロナ禍でまだ完全に外国人を受
け入れる体制に戻っていない中で、
日本に呼んでもらえたことに感謝し
ています。(シンガポール学生 )

シンガポールからの参加者の方とも交流を持つことができ、英語
でコミュニケーションをたくさんとれたことは、申込時には想定し
ていなかったことだったので、期待を上回る形となりました。

吹奏楽で打楽器をやっているた
め、プロの方々の体の使い方
などを見られて良かったです。

参加者の声

参加者の声


